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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置において、過電流の発生を抑制
する。
【解決手段】  外部から入力される少なくとも１ライン
分のデータを複数個のグループに分割して保存し、各グ
ループから所定の単位でデータを出力するラインメモリ
４２０と；ラインメモリと液晶パネルに連結されて、ラ
インメモリから出力されるデータに対応して液晶パネル
４３０を駆動するｎ（ｎは０以上の正数）個の駆動集積
回路などを含む駆動回路２０，４０と；ラインメモリと
駆動回路に連結されて、外部から入力されるデータクロ
ックを受けて、データクロックの各周期毎にラインメモ
リの複数個のグループからデータを前記グループ数に応
じた始点に対応して駆動回路に出力させるタイミングコ
ントローラー４１０とを具備する液晶表示装置を提供す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示装置において、外部から入力さ
れる少なくとも１ライン分のデータを複数個のグループ
に分割して保存し、各グループから所定の単位でデータ
を出力するラインメモリと；該ラインメモリと液晶パネ
ルとに連結されて、前記ラインメモリから出力されるデ
ータに対応して液晶パネルを駆動するｎ（ｎは０以上の
正数）個の駆動集積回路を含む駆動回路と；前記ライン
メモリと駆動回路とに連結されて、外部から入力される
データクロックを受けて、該データクロックの各周期毎
に、前記ラインメモリの複数個のグループから前記駆動
回路へ、前記データを前記グループ数に相当する時点に
出力させるタイミングコントローラーとを具備すること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記複数個のグループが、１～ｎ／２番
目の駆動集積回路及び（ｎ＋１）／２～ｎ番目の駆動集
積回路に入力されるデータによりそれぞれ構成される第
１グループと第２グループとから構成されることを特徴
とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記タイミングコントローラーは、入力
されるデータクロックと位相が反対である反転データク
ロックを生成し、前記データクロックに対応してライン
メモリの第１グループからデータを出力し、前記反転デ
ータクロックに対応してラインメモリの第２グループか
らデータを出力し、データクロックの毎周期の間の互い
に異なる時点で、第１グループのデータと第２グループ
のデータとをそれぞれ駆動回路に出力させることを特徴
とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記複数個のグループが、液晶パネルに
連結された駆動回路において、奇数番目の駆動集積回路
及び偶数番目の駆動集積回路にそれぞれ入力されるデー
タを含む第１グループと第２グループとから構成される
ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記タイミングコントローラーは、入力
されるデータクロックと位相が反対である反転データク
ロックを生成し、前記データクロックに対応して第１グ
ループからデータを出力し、前記反転データクロックに
対応して第２グループからデータを出力し、データクロ
ックの毎周期の間の互いに異なる時点において、第１グ
ループのデータ及び第２グループのデータをそれぞれ駆
動回路に出力することを特徴とする請求項４記載の液晶
表示装置。
【請求項６】  前記複数個のグループが、液晶パネルの
上、下側にそれぞれ連結された駆動回路において、上側
の駆動集積回路と下側集積回路にそれぞれ入力されるデ
ータを含む第１グループと第２グループとから構成され
ることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記タイミングコントローラーは、入力
されるデータクロックと位相が反対である反転データク
ロックを生成し、前記データクロックに対応して第１グ
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ループからデータを出力し、前記反転データクロックに
対応して第２グループからデータを出力し、データクロ
ックの毎周期の間の互いに異なる時点において第１グル
ープのデータ及び第２グループのデータをそれぞれ駆動
回路へ出力することを特徴とする請求項６記載の液晶表
示装置。
【請求項８】  液晶表示装置において、外部から入力さ
れる少なくとも１ライン分のデータを複数個のグループ
に分割して保存し、各グループから所定の単位でデータ
を出力するラインメモリと；該ラインメモリと液晶パネ
ルとに連結されて、前記ラインメモリから出力されるデ
ータに対応して液晶パネルを駆動するｎ（ｎは０以上の
正数）個の駆動集積回路を含む駆動回路と；前記ライン
メモリと駆動回路とに連結されて、外部から入力される
データクロックを受けて、分割されたグループの数に対
応する分周比で分周して第１データクロックを生成し、
該第１データクロックの各周期毎に、互いに異なる時点
で各グループのデータを前記駆動回路に出力させるタイ
ミングコントローラーとを具備することを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項９】  前記複数個のグループが、１～ｎ/２番
目の駆動集積回路と、（ｎ＋１）/２～ｎ番目の駆動集
積回路と連結された液晶パネル領域に表示されるデータ
によりそれぞれ構成される第１グループと第２グループ
とから構成されることを特徴とする請求項８記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】  前記タイミングコントローラーは、前
記分周されたデータクロックと位相が反対である反転デ
ータクロックを生成し、前記分周されたデータクロック
に対応してラインメモリの第１グループからデータを出
力し、前記反転データクロックに対応してラインメモリ
の第２グループからデータを出力し、データクロックの
毎周期の間の互いに異なる時点において、第１グループ
のデータと第２グループのデータをそれぞれ駆動回路に
出力することを特徴とする請求項９記載の液晶表示装
置。
【請求項１１】  前記複数個のグループが、液晶パネル
に連結された駆動回路において、奇数番目の駆動集積回
路と偶数番目の駆動集積回路とにそれぞれ入力されるデ
ータを含む第１グループと第２グループとから構成され
ることを特徴とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  前記タイミングコントローラーは、入
力されるデータクロックと位相が反対である反転データ
クロックを生成し、前記データクロックに対応して第１
グループからデータを出力し、前記反転データクロック
に対応して第２グループからデータを出力し、データク
ロックの毎周期の間の互いに異なる時点において、第１
グループのデータと第２グループのデータとをそれぞれ
駆動回路へ出力することを特徴とする請求項１１記載の
液晶表示装置。
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【請求項１３】  液晶表示装置において、外部から入力
される２画素データずつを順次的に受けて、少なくとも
１ラインのデータを複数個のグループに分割して保存
し、各グループから２画素データずつ出力するラインメ
モリと；前記ラインメモリと液晶パネルとに連結され
て、前記ラインメモリから出力されるデータに対応して
液晶パネルを駆動するｎ（ｎは０以上の正数）個の駆動
集積回路を含む駆動回路と；前記ラインメモリと駆動回
路とに連結され、外部から入力されるデータクロックを
受けて、分割されたグループの数に対応する分周比で分
周して第１データクロックを生成し、該第１データクロ
ックの各周期毎に互いに異なる時点で各グループの２画
素データをそれぞれ前記駆動回路に出力させるタイミン
グコントローラーとを具備することを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項１４】  前記複数個のグループが、液晶パネル
を左、右に区分する二つの分割領域に表示されるデータ
からそれぞれ構成される第１グループ及び第２グループ
により構成されることを特徴とする請求項１３記載の液
晶表示装置。
【請求項１５】  前記タイミングコントローラーは、前
記第１データクロックと位相が反対である第２データク
ロックを生成し、前記第１データクロックに対応してラ
インメモリの第２グループから２画素データを出力し、
第１データクロックの毎周期の間にラインメモリの第１
グループのデータと第２グループとから、所定の時間間
隔で、それぞれ２画素データずつを駆動回路に供給する
ことを特徴とする請求項１４記載の液晶表示装置。
【請求項１６】  前記複数個のグループが、液晶パネル
に連結された駆動回路において、奇数番目の駆動集積回
路と偶数番目の駆動集積回路にそれぞれ入力されるデー
タを含む第１グループと第２グループとから構成される
ことを特徴とする請求項１３記載の液晶表示装置。
【請求項１７】  前記タイミングコントローラーは、前
記第１データクロックと位相が反対である第２データク
ロックを生成し、前記第１データクロックに対応してラ
インメモリの第１グループから２画素データを出力し、
前記第２データクロックに対応してラインメモリの第２
グループから２画素データを出力し、第１データクロッ
クの毎周期の間に、ラインメモリの第１グループ及び第
２グループから所定の時間間隔で、それぞれ２画素デー
タずつを駆動回路に供給することを特徴とする請求項１
６記載の液晶表示装置。
【請求項１８】  液晶表示装置において、外部から入力
される２画素データずつをラッチ出力するラッチ回路
と；前記ラッチ回路と液晶パネルとに連結されて、前記
ラッチ回路から出力されるデータに対応して液晶パネル
を駆動するｎ（ｎは０以上の正数）個の駆動集積回路を
含む駆動回路と；前記ラッチ回路と駆動回路とに連結さ
れて、外部から入力されるデータクロックを受けて該デ*
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*ータクロックの１周期の間にそれぞれの１画素データを
所定の時間間隔で前記駆動回路に出力させるタイミング
コントローラーとを具備することを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項１９】  前記タイミングコントローラーは、前
記データクロックと位相が反対である反転データクロッ
クを生成し、前記データクロックに対応して前記ラッチ
回路から奇数画素データを出力し、前記反転データクロ
ックに対応してラッチ回路から偶数画素データを出力
し、データクロックの毎１周期の間に、前記ラッチ回路
から奇数及び偶数データを所定の時間間隔でそれぞれ１
画素データずつ、駆動回路に供給することを特徴とする
請求項１８記載の液晶表示装置。
【請求項２０】  液晶表示装置において、入力される少
なくとも１ライン分のデータを複数個のグループに分割
して保存するデータ保存段階と、入力される第１データ
クロックを前記分割されたグループ数に対応する分周比
で分周して第２データクロックを生成するデータクロッ
ク生成段階と；前記第２データクロックの１周期の間の
互いに異なる時点から各グループから所定の単位のデー
タをそれぞれ出力させるデータ出力段階と；前記出力さ
れるデータを１ライン単位でラッチして、ラッチされた
データに対応して液晶パネルを駆動する表示段階を含む
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２１】  前記データ保存段階が、少なくとも２
画素データを順次的に受けて１ライン分のデータを二つ
のグループに分割保存する段階であり、前記データクロ
ック生成段階における分周比が２分周であり、前記デー
タ出力段階において、２つのグループが２画素データを
第２データクロックの１周期の間に、所定の時差を置い
てそれぞれ出力することを特徴とする請求項２０記載の
液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置及び
その駆動方法に関し、特に、過電流の発生を抑制するた
めの液晶表示装置及びその駆動方法に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】一般的に、液晶表示装置は、集積される
画素数に対応する固有の解像度を有していて、液晶表示
装置の大きさが大きくなるほどその解像度も高くなる。
また、高品質の画像を表示するために、液晶表示装置の
メーカなどは同一サイズの液晶表示装置間においても液
晶パネル内の画素集積率を高めて解像度を高めるように
している。
【０００３】液晶表示装置で、ＸＧＡ級データによるデ
ータクロック（ＤＣＬＫ）は、リフレッシュ速度６０Ｈ
ｚを基準に６５ＭＨｚである。即ち、ビデオカードを具
備するシステムにおいて、液晶表示装置で伝送されるデ
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ータクロック（ＤＣＬＫ）の周波数は、ＸＧＡ解像度で
６５ＭＨｚであり、ＳＸＧＡ解像度で１０８ＭＨｚであ
り、ＵＸＧＡ解像度で１６０ＭＨｚである。
【０００４】構成された液晶表示装置において、データ
を液晶パネルで表示する駆動ドライブ集積回路などの入
力データクロックの許容周波数は大略４５ＭＨｚ～６０
ＭＨｚである。従って、最近の液晶表示装置は、データ
クロックの周波数を低減するために、入力及び出力デー
タを並列に分割して、多数の伝送ラインを通して同時に
データを伝送することにより、駆動ドライブ集積回路な
どの駆動周波数を低減している。
【０００５】図１は、一般的な液晶表示装置のブロック
構成図として、ＸＧＡ級の解像度の液晶表示装置を図示
している。最近では、液晶表示装置の駆動クロックの周
波数を低減するために、システムからインターフェース
を通して予め奇数及び偶数画素データに分割された２画
素分のデータの入力を同時に受ける。従って、データク
ロック（ＤＣＬＫ）の周波数は元来の映像信号のデータ
クロック（ＤＣＬＫ）周波数である６５ＭＨｚより低い
３２.５ＭＨｚである。
【０００６】図１を参照すると、タイミングコントロー
ラー（１０）は、図示されないインターフェースから奇
数及び偶数データ（ＯＤＤ ＤＡＴＡ，ＥＶＥＮ ＤＡＴ
Ａ）とデータクロックの入力を受ける。タイミングコン
トローラー（１０）はデータクロックに同期してｎ個の
データ駆動回路（Ｄ１～Ｄｎ）を含むデータ駆動回路
（２０）によって、奇数及び偶数データを供給する。以
後、データ駆動回路（２０）は、奇数及び偶数データを
液晶パネル（３０）に供給する。この時、ｍ個のゲート
駆動回路（Ｇ１～Ｇｍ）を含むゲート駆動回路（４０）
は、液晶パネル（３０）が画像を表示できるように奇数
及び偶数データに同期してパルス信号を液晶パネル（３
０）に供給する。データ駆動回路（Ｄ１～Ｄｎ）はタイ
ミングコントローラー（１０）からソース・サンプリン
グ信号の入力を受けてデータをラッチする。
【０００７】図２は、データクロック（ＤＣＬＫ）周波
数の分周概念を示すタイミング図である。図２を参照す
ると、元来の１画素ずつのデータ（ＤＡＴＡ：ｂ）は、
データクロック（ＤＣＬＫ１：（ａ））に同期して出力
される。その後、システムまたは液晶表示装置におい
て、データ（ｂ）をラッチして奇数データ（ＯＤＤ Ｄ
ＡＴＡ：（ｄ））及び偶数データ（ＥＶＥＮ ＤＡＴ
Ａ：（ｅ））を２分周したデータクロック（ＤＣＬＫ
２：（ｃ））に同期させ同時に出力する。このような２
画素ずつのデータ（（ｄ），（ｅ））が同時に出力され
る駆動方法を″２ポート駆動方法″または″６バス駆動
方法″と呼ぶ。これは、本願出願人によって先に出願さ
れた大韓民国特許出願第１９９５－１９５１３号に詳細
に記載されている。
【０００８】しかし、上述した従来の液晶表示装置及び
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駆動方法は、液晶表示装置内の駆動周波数を減少させる
ことができたが、データ出力が増加するにつれて同時に
出力されるデータ量が多くなった。一例として、８ビッ
トデータを使用する液晶表示装置において、２ポート駆
動方法の場合には、タイミングコントローラー（１０）
から同時に４８ビットライン（４８ビットライン＝２ポ
ート×３（Ｒ、Ｇ、Ｂ）×８ビット）を通してデータが
出力される。このとき、データとデータとの間の転換過
程（high→ low）において、タイミングコントローラー
（１０）内で過電流が発生する。
【０００９】最近では、高品質の画像を表示するため
に、同一の大きさの液晶表示装置内でも高解像度の画像
を表示することができる高解像度液晶表示装置が要求さ
れている。一例として、高解像度のＵＸＧＡ級のシステ
ムでは、データクロック周波数は大略１６０ＭＨｚであ
る。前記データクロック周波数を低減するための従来
の″２ポート駆動方法″による図１の装置及び方法はデ
ータクロックを約８０ＭＨｚに低減することができた。
しかし、上述したデータクロックは、一般的な駆動ドラ
イブ集積回路などの許容入力値より高く、高解像度によ
る周波数のさらなる低減が必要とされる。そこで、従来
の他の装置及び方法は、奇数及び偶数データで区分され
て入力されるデータを、ラインメモリを使用して１ライ
ンずつラッチして、パネル領域の分割によって４画素デ
ータずつを同時に出力している。このような駆動方法を
４ポート駆動方法と呼ぶ。
【００１０】図３は、上述した従来の４ポートデータ伝
送方法による動作タイミング図である。図３は、一例で
あって、図１に示されたように液晶パネル（３０）に連
結されたｎ個の駆動ドライブ集積回路を、左右のグルー
プに２分割して駆動している。即ち、図３の（ｂ），
（ｃ）のように、入力される１水平ライン分のデータ
（ＤＡＴＡ１～ＤＡＴＡ１０２４）をラッチして、次の
水平ラインデータの入力時に、図３の（ｅ）～（ｈ）の
ように同時に４画素データを出力する。従って、入力さ
れるデータクロック（ＤＣＬＫ：（ａ））は、２分周さ
れたソース・サンプリング・クロック（ＳＳＣ：
（ｄ））のように、１／２の周波数に低減される。
【００１１】上述した従来の駆動方法による液晶表示装
置は、例えば、８ビットデータを使用していると、前記
タイミングコントローラー（１０）の出力データライン
は４×３（Ｒ、Ｇ、Ｂ）×８ビット＝９６ビットライン
となる。従って、ｎ番目の４個のデータからｎ＋１番目
の４個のデータに転換出力されるときに、タイミングコ
ントローラー（１０）内で過電流が発生する。即ち、デ
ータがlow→highまたはhigh→lowに転換されたり、多数
のデータがlow→highに転換される時に、タイミングコ
ントローラー（１０）内で過電流が流れる。
【００１２】このような過電流は、液晶表示装置の寿命
を短縮させ、電流供給のためのＤＣ－ＤＣコンバーター
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7
（図示されていない）などの素子に悪影響を与え、ま
た、アナログ・パワー・ノイズなどを発生させる。ま
た、このような過電流を除去するために、従来の液晶表
示装置は、過電流除去用のコンデンサを追加している。
しかし、このような過電流除去用のコンデンサを追加す
ると、構成が複雑になると共にコストが上がる問題点が
ある。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は、液晶表示装置の複数個の画像データの出力タイミン
グを異なるように設定して過電流の発生を抑制する液晶
表示装置を提供することである。また、本発明の他の目
的は、複数個の画像データ出力による過電流の発生を低
減する液晶表示装置の駆動方法を提供することである。
【００１４】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明による液晶表示装置は、外部から入力される
少なくとも１ライン分のデータを複数個のグループに分
割して保存し、各グループから所定の単位でデータを出
力するラインメモリと；該ラインメモリと液晶パネルと
に連結されて、ラインメモリから出力されるデータに対
応して液晶パネルを駆動するｎ（ｎは０以上の正数）個
の駆動集積回路を含む駆動回路と；ラインメモリと駆動
回路に連結されて、外部から入力されるデータクロック
を受けて、データクロックの各周期毎にラインメモリの
複数個のグループからデータを前記グループ数に相当す
る回数で駆動回路に出力させるタイミングコントローラ
ーとを具備する。
【００１５】本発明による液晶表示装置は、外部から入
力される少なくとも１ライン分のデータを複数個のグル
ープに分割して保存し、各グループから所定の単位でデ
ータを出力するラインメモリと；該ラインメモリと液晶
パネルとに連結されて、前記ラインメモリから出力され
るデータに対応して液晶パネルを駆動するｎ（ｎは０以
上の正数）個の駆動集積回路を含む駆動回路と；前記ラ
インメモリと駆動回路とに連結されて、外部から入力さ
れるデータクロックを受けて、分割されたグループの数
に対応する分周比で分周して第１データクロックを生成
し、該第１データクロックの各周期毎に互いに異なる時
点で各グループのデータを前記駆動回路に出力させるタ
イミングコントローラーとを具備する。
【００１６】本発明による液晶表示装置は、外部から２
画素データずつを順次的に入力されて、少なくとも１ラ
インのデータを複数個のグループに分割して保存し、各
グループから２画素データずつ出力するラインメモリ
と；該ラインメモリと液晶パネルとに連結されて、前記
ラインメモリから出力されるデータに対応して液晶パネ
ルを駆動するｎ（ｎは０以上の正数）個の駆動集積回路
を含む駆動回路と；ラインメモリと駆動回路とに連結さ
れて、外部から入力されるデータクロックを受けて、分
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割されたグループの数に対応する分周比で分周して第１
データクロックを生成し、該第１データクロックの各周
期毎に互いに異なる時点で各グループの２画素データを
それぞれ駆動回路に出力させるタイミングコントローラ
ーとを具備する。
【００１７】本発明による液晶表示装置は、外部から入
力される２画素データずつをラッチ出力するラッチ回路
と；該ラッチ回路と液晶パネルとに連結されて、ラッチ
回路から出力されるデータに対応して液晶パネルを駆動
するｎ（ｎは０以上の正数）個の駆動集積回路を含む駆
動回路と；ラッチ回路と駆動回路とに連結されて、外部
から入力されるデータクロックを受けてデータクロック
の１周期の間にそれぞれの１画素データを所定の時間間
隔で前記駆動回路に出力させるタイミングコントローラ
ーとを具備する。
【００１８】本発明による液晶表示装置の駆動方法は、
入力される少なくとも１ライン分のデータを複数個のグ
ループに分割して保存するデータ保存段階と、入力され
た第１データクロックを分割されたグループ数に対応す
る分周比で分周して第２データクロックを生成するデー
タクロック生成段階と；第２データクロックの１周期の
間の互いに異なる時点から各グループから所定の単位の
データをそれぞれ出力させるデータ出力段階と；出力さ
れるデータを１ライン単位でラッチし、ラッチされたデ
ータに対応して液晶パネルを駆動する表示段階とを含
む。
【００１９】
【作用】本発明による液晶表示装置及びその駆動方法に
よれば、駆動周波数及びデータの同時出力量を減らして
過電流の発生を抑制することができる。また、同一の駆
動周波数を使用してもデータの同時出力量を減らして過
電流の発生を抑制する。従って、過電流を除去するため
のコンデンサをなくすことができ、製造費用が節減され
ることになる。
【００２０】
【発明の実施の態様】以下、本発明の実施形態を添付図
４～図７を参照して詳細に説明する。図４は、本発明の
好ましい実施形態による液晶表示装置のブロック構成図
である。図４を参照すると、タイミングコントローラー
（４１０）は、図示しないインターフェース部から入力
された奇数及び偶数データ（ＯＤＤ ＤＡＴＡ，ＥＶＥ
Ｎ ＤＡＴＡ）をラインメモリ（４２０）に保存する。
このようなラインメモリ（４２０）は、図５のように第
１ラインメモリブロック（４１１）と第２ラインメモリ
ブロック（４１６）とから構成される。第１ラインメモ
リ（４１１）は、液晶パネル（４３０）を左、右領域に
区分するときに、１～５１２番目の画素の中の奇数番目
データを保存する第１奇数メモリブロック（４１２）
と、１～５１２番目の画素の中の偶数番目データを保存
する第１偶数メモリブロック（４１３）と、５１３～１
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０２４番目の画素の中の奇数番目のデータを保存する第
２奇数メモリブロック（４１４）と、５１３～１０２４
番目の画素の中の偶数番目のデータを保存する第２偶数
メモリブロック（４１５）とから構成される。第２ライ
ンメモリブロック（４１６）は、第１ラインメモリブロ
ック（４１１）と同じ構成である。
【００２１】第１ラインメモリブロック（４１１）は、
タイミングコントローラー（４１０）のリード／ライト
制御信号に対応して１水平ラインのデータを左右領域に
区分してそれぞれ第１奇数及び偶数メモリブロック（４
１２、４１３）と第２奇数及び偶数メモリブロック（４
１４，４１５）に保存する。第１ラインメモリブロック
（４１１）のデータ保存が完了すると、次のラインデー
タは、第２ラインメモリブロック（４１６）に左、右領
域に区分されて保存される。前記第２ラインメモリブロ
ック（４１６）が、データを保存しているとき、タイミ
ングコントローラー（４１０）は、第１ラインメモリブ
ロック（４１１）から図６に示すように第２ソース・サ
ンプリング・クロック（ＳＳＣ２：（ｅ））の下降エッ
ジに同期して、第２奇数及び偶数メモリブロック（４１
４，４１５）から奇数データ及び偶数データ（ＤＡＴＡ
５１３，ＤＡＴＡ５１４）を右側データドライブ集積回
路グループ（Ｄ６～Ｄ１０）に出力する。その後、タイ
ミングコントローラー（４１０）は、第１ラインメモリ
ブロック（４１１）から図６に示すように第１ソース・
サンプリング・クロック（ＳＳＣ２：（ｂ））の下降エ
ッジに同期して、第１奇数及び偶数メモリブロック（４
１２，４１３）からそれぞれ奇数データ及び偶数データ
（ＤＡＴＡ１：（ｃ）、ＤＡＴＡ２：（ｄ））を左側デ
ータドライブ集積回路グループ（Ｄ１～Ｄ５）に順次出
力する。即ち、それぞれ２画素データが、交番して第１
ソースサンプリングクロック（ＳＳＣ１：（ｂ））と第
２ソースサンプリングクロック（ＳＳＣ２：（ｅ））に
同期して、互いに１／２周期の差のタイミングで前記第
１奇数及び偶数メモリブロック（４１２，４１３）と第
２奇数及び偶数メモリブロック（４１４，４１５）とか
ら出力される。このとき、上述した第１及び第２ソース
サンプリングクロック（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）は入力さ
れるデータクロック（ＤＣＬＫ）から２分周された周波
数を有する。
【００２２】従って、タイミングコントローラー（４１
０）は、入力されるデータクロックの周波数を１／２に
低減した周波数を有し、互いに位相が反対である第１及
び第２ソースサンプリングクロック（ＳＳＣ１，ＳＳＣ
２）を生成し、該第１及び第２ソースサンプリングクロ
ック（ＳＳＣ１，ＳＳＣ２）に同期して、４画素データ
をそれぞれ２画素データずつ互いに１／２周期の時間差
で、液晶パネルの左、右領域に連結された左、右データ
ドライブ集積回路グループに順次出力する。
【００２３】従って、本発明の一実施例による液晶表示
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装置は、入力されるデータクロックの周波数を１／２に
低減した周波数のクロックによって、データドライブ集
積回路を駆動する。即ち、タイミングコントローラー
（４１０）が、２画素データずつをそれぞれ同時に出力
するので、駆動周波数を低減できると共に、多くのデー
タ出力による過電流の発生を抑制することができる。即
ち、本発明によれば、４ポート駆動方法を使用して周波
数を減らし、従来の９６ビット出力の半分である４８ビ
ットだけを同時に出力するので、過電流の発生を抑制す
ることができる。
【００２４】上述した本発明の一実施例では、右側デー
タを先に出力しているが、左側データを先に出力するこ
ともできる。また、第１ソースサンプリングクロック
（ＳＳＣ１）と第２ソースサンプリングクロック（ＳＳ
Ｃ２）とが互いに１／２周期の遅延時間を有している
が、１／４周期、３／４周期などの多様な応用が可能で
ある。また、図４乃至図６では動作周波数を１／２に減
らす４ポート駆動方法を一例として示しているが、本発
明の他の実施例では、動作周波数を１／４に減らすため
に、液晶パネルを４領域に区分して、８画素を１／２周
期の時間差を置いて４画素データずつ出力したり、１／
４周期の時間差を置いて２画素データずつ出力すること
もできる。また、上述した図４乃至図６に実施例では、
液晶パネルを左、右領域に区分しているが、データドラ
イブ集積回路などを奇数及び偶数グループ（Ｄ１～Ｄ
９、Ｄ２～Ｄ１０）に区分して適用することもできる。
また、データドライブ集積回路などをパネルの上下に配
置してデータラインを奇数及び偶数単位で分割して適用
することもできる。
【００２５】また、駆動周波数を減らさない場合にも本
発明を適用することができる。このような本発明の他の
実施例を図７のタイミング図を参照して、以下に詳細に
説明する。図７を参照すると、データクロック（ＤＣＬ
Ｋ：（ａ））、第１ソースサンプリングクロック（ＳＳ
Ｃ１：（ｄ））と第２ソースサンプリングクロック（Ｓ
ＳＣ２：（ｆ））の周波数は同一である。また、入力さ
れるデータの伝送速度と出力されるデータの伝送速度も
同一である。タイミングコントローラー（４１０）は、
まず、入力されるデータクロック（ＤＣＬＫ）から同一
周波数を有して互いに位相が反対である第１ソースサン
プリングクロック（ＳＳＣ１）と第２ソースサンプリン
グクロック（ＳＳＣ２）を生成する。その後、タイミン
グコントローラー（４１０）は、２ポートの入力奇数及
び偶数データ（ＤＡＴＡ２ｎ－１：（ｂ）、ＤＡＴＡ２
ｎ：（ｃ））を入力される。そして、タイミングコント
ローラー（４１０）は、第１ソースサンプリングクロッ
ク（ＳＳＣ１）の上昇エッジに同期して、奇数データ
（ＤＡＴＡ２ｎ－１′：（ｅ））の出力始点からデータ
クロック（ＤＣＬＫ）の１／２周期の時間差を置いて偶
数データ（ＤＡＴＡ２ｎ′：（ｇ））を出力させる。上
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述した駆動方法によると、前記タイミングコントローラ
ー（４１０）内では２ライン分のラインメモリ（４２
０）は必要ではなく、少なくとも２画素をラッチするラ
ッチ回路だけで構成することもできる。従って、上述し
た本発明の他の実施例では、２ポート駆動方法を使用し
ても、２４ビットずつを同時に出力する。
【００２６】
【発明の効果】上述したように、本発明による液晶表示
装置及びその駆動方法によれば、駆動周波数及びデータ
同時出力量を減らして過電流の発生を抑制することがで
きる。また、同一の駆動周波数を使用する場合でも、デ
ータの同時出力量を減らして過電流の発生を抑制するこ
とができる。従って、過電流を除去するためのコンデン
サを減らすことができ、製造費用が節減されるという利
点がある。
【００２７】以上説明した内容を通して、当業者であれ
ば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で、多様な変更
及び修正が可能であることが分かる。従って、本発明の
技術的な範囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に
限らず特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】  一般的な液晶表示装置を表すブラック構成図
である。
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【図２】  図１の６バス駆動方式の液晶表示装置の入出
力のタイミング図である。
【図３】  従来の４ポートデータ伝送方法による動作タ
イミング図である。
【図４】  本発明の一実施形態による液晶表示装置の、
ブロック構成図である。
【図５】  図４に図示されたタイミングコントローラー
に集積されたラインメモリの構成図である。
【図６】  本発明の一実施形態によって動作タイミング
を示す、波形図である。
【図７】  本発明による他の実施形態による動作タイミ
ングを示す波形図である。
【符号の説明】
１０，４１０：タイミングコントローラー
２０：データ駆動回路
３０，４３０：液晶パネル
４０：ゲート駆動回路
４２０：ラインメモリ
４１１，４１６：ラインメモリブロック
４１２，４１４：奇数メモリブロック
４１３，４１５：偶数メモリブロック
Ｄ１～Ｄｎ：データドライブ集積回路
Ｇ１～Ｇｍ：ゲートドライブ集積回路
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